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1月の主な予定
・1月5日（火）

3学期始業式

・11月12日（火）～15日（金）

加茂川アクティブウィーク

・1月12日（火）・15日（金）

3年生面接練習

・1月13日（水）

避難訓練

・1月20日（水）～22日（金）

3年生学年末テスト

・1月27日（水）

生徒集会

※ 今年は、残念な

がら百人一首大会

と適応マラソンは

中止となりました。

日本では、世界人権宣言が採択された翌年の昭

和24年から毎年12月10日の人権DAYを最終日

とする一週間を「人権週間」と定め、全国的に啓

発活動を展開し、広く国民に人権尊重思想の普及

高揚を呼びかけています。本校でも人権週間にあ

わせて人権学習を行っています。

1年生は、「障がいがある人が直面する問題」、

2年生は、「外国にルーツを持つ人たちの人権」、

3年生は、「江戸時代、明治時代以降の部落差別

とその歴史について－全国水平社の創立に焦点を

あて、西光万吉のたどった足跡」について理解を

深めました。

今なお、いじめや虐待、外国人や障害のある人、

ハンセン病元患者とその家族などに対する偏見や

差別、企業等における各種ハラスメントなど、様

々な人権問題がいろいろなところで存在していま

す。

さらに、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

に伴って、感染者や医療従事者、またこれらの方

々の家族などに対する偏見や差別といった様々な

人権問題が発生するとともに、SNS上で他人を

誹謗中傷したり、個人の名誉やプライバシーを侵

害したり、また、差別を助長するような情報を発

信したりするといったインターネット上の人権侵

害も深刻な問題となっています。

どんなことがあっても、誰かの人権が傷付けら

れてはなりません。この機会に、様々な人権問題

について、誰かのことではなく自分のこととして

捉え、考えて、全ての人の人権が尊重され、笑顔

で過ごせる社会を築いていきましょう。

後期人権学活
激動の2020年が終わり、新しい年

を迎えました。しかし、昨年度から猛

威を振るっているコロナウイルス感染

症については、ワクチンが開発された

とはいえ、未だに先が見通せない状況

です。歴史を振り返ると人類は、常に

感染症と闘ってきたと言われていま

す。14世紀に流行したペスト、17世

紀頃の天然痘、近年では、結核やコレ

ラ等、どの時代ででも一度流行りだし

たら多くの犠牲も出たそうです。日本

で記録に残っているのは、平安時代に

流行った麻疹だそうで、麻疹は、紀元

前3000年頃にチグリス・ユーフラテ

ス川領域のシュメールというところで

流行した記録があるそうです。すなわ

ち4000年の時を費やして日本に上陸

したことになります。今、あげた感染

症は、どれも撲滅されたわけではない

ようですが、その対処法が確立され、

一定、人類と共存することができてい

ると言うことだそうです。昨年から我々を心配させているコロナウイルス感染症もすぐに対

処法が確立し、共存することができるはずです。今年は、コロナウイルス感染症の対処法が

見つかり、安心して学校生活が送れるようになれればと切に願いします。そんときが来るま

では、マスク、消毒、手洗いを行い、密を避けて防止対策を怠らないようにしていきましょ

う。

さて、今年は、十二支の中で、2番目の干支、丑年です。十二支は、紀元前の中国で、方

角や暦を表すのに用いられてきた12の漢字を指します。当時の人々は、必ずしも文字が正確

に読めるわけではなかったので、それぞれの字に12の動物を当てはめて皆がわかるようにし

たそうです。この十二支がアジア圏に広まるにつれ、チベットやタイでは卯の代わりにネコ

が入っていたり、モンゴルでは虎ではなくヒョウが入っていたり、地域によってバリエーシ

ョンがあるそうです。この十二支には、こんな物語があるのですが皆さん知っていますか？

『昔、山に楽しいことが大好きな神様がいました。ある年の暮れに神様は、「元日に集まっ

た12匹の動物を1年ずつ国を守らせる」というアイディアを思いき、動物たちにお触れを出

しました。それを見た動物たちは、大騒ぎになります。しかし、猫は、昼寝のしすぎで、日

にちを忘れてしまうのです。そこでねずみに日付を尋ねるといたずら好きのねずみは、「神様

の所に行くのは、元日の次の日だよ。」と伝えました。それを聞いて猫は安心して、また寝て

しまったのです。大みそかになり、牛は、「わたしは足が遅いから、そろそろでかけるとしよ

う。」と言って、歩き出しました。その背中にこっそりねずみが乗ったのです。のんびりした

牛は、何も知らず、背中にねずみをのせたまま、一生懸命歩いて行きます。牛が山に着いた

ときちょうど朝日が昇り神様の御殿の門が開き、ねずみは、牛の背中から降りて一番に到着

しました。そのほかの動物たちは、元旦の朝から向かうのですが、この2匹が先に到着して

いたので、３番目以降となります。こうして、十二支の干支が決まり、神様と楽しく新年を

祝いました。次の日、猫は出発しようとして、途中でリタイアしたタヌキに、日にちが違う

ことを教えてもらいました。猫は怒り、それからというもの、今でもネズミを追いかけるよ

うになり、また、二度と寝坊しないように、顔を洗うクセがついたそうです。』

おっとりと草を食べ、のんびりとしたイメージの牛。でもとても力持ちで、日本では昔か

ら荷物を運ぶための労働力として、人の生活に欠かせない大切な動物でした。勤勉なその姿

が、「誠実さ」を象徴し、縁起の良い動物として十二支に加えられたとも言われています。そ

んなことから、丑年は、先を急がず一歩一歩着実に物事を進めることが大切な年と言われて

います。そのようなことから丑年は「耐える」、「これから発展する前触れ・芽が出る」とい

うような年になると言われています。結果を求める時期ではなく、結果につながる道をコツ

コツと積み上げていく時期とされているようです。

３年生は、入試が目前に迫ってきていますが、牛のように焦らず一歩一歩着実に学習に取

り組んでください。１・２年生も何事にも誠実にコツコツと取り組むことでさらに発展し、

結果につながると思います。勉強はもちろんのこと部活動や各自の趣味や特技に対し、先を

急がず着実に取り組んでくださいね。

加茂中生みんなで頑張っていきましょう。皆さんの活躍を期待しています！

加茂川中学校だより2020




